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主題 「主体 的に考 え判断 し、進んで学習する能力 と態度 を培 う学習指導 の工夫」

体育一 サ ッカー 保健一 生活行動 と健康(薬 物乱用 と健康)

1研 究主 題 と研 究経過

1主 題設定 の理由

平成6年 度 より新 学習指導要領 が学年進行 を もって実施 され、 また来 年度か らは月2回 の

学校週5日 制 が導入 され るな ど、学校教育 は大 きな改革が求め られてい る。

学習指導要 領で は、生 涯学 習の基礎 を培 うとの視点か ら、 自 ら学ぶ意 欲を高 める ことや社

会 の変 化に主体 的 に対応で きる能 力の育成 が求 め られてい る。教科 「保 健体育」で は、 運動

の意義 や価値 に対 す る認識を深め させ、学ぶ ことの楽 しさや成就感を体得 させ ると ともに、

生涯 を通 じて健 康を科学 的 にと らえ、直面す る健康問題 に的確 に対応で きる人間を育成 す る

必要が あ る。本年度 は、研究主題:「 主体的 に考 え判断 し、進んで学習す る能力 と態度 を培

う学習指導 の工夫 」をかか げ、科 目 「体育」 では、生涯体育 ・スポーツの基礎づ くりとい う

観点か ら選択制授業 の 「サ ッカー」、科 目 「保健」では健康教育 の充 実 とい う観点 か ら 「生

活行動 と健康」の単元の中の 「薬 物乱 用 と健康」 の学習を通 して主題 にせ まる ことに した。

2研 究の方針

研究 は体育班 と保健班 に分かれて行 い、体育班 では 「サ ッカー」、 保健 班 で は 「薬物 乱 用

と健康 」 にっ いて生徒 の意識 ・実態を調査 し、実証授業 を行 い、 その結果を考察 し検証する。

(1)体 育班 「サ ッカー」 では、選択制授業 のね らいを十分 に理解 させ るため、 オ リエ ンテ ー

シ ョンを重視す るとと もに、一人一人の能力 ・適性 に応 じた指導 の充実 を図 るため、学 習

ノー トや学習資料 を有効 に活用 し、 自 ら学 習を計画 ・立案 し、実践 して いけるよ うな指 導

計画 を作成 し、研究す る。

(2)保 健班で は小単元 「薬物乱用 と健康」の学 習において、 グルー一プによる話 し合 いや ロー

ルプ レイ ング等 の学習方法 によ り、個人の生活行動 と健康 との関わ りにっ いて理解 を深 め

させ ると ともに、思考力 ・判断力並 びに豊 かな表現力 を育成 し、 自 ら適切 な意志決定 や 行

動 が とれ る ことをね らい とした指導計画 を作成 し、研究す る。

3研 究 の 経 過

4・5・6月

7・8月

9・10月

11・12月

1・2月

研究主題 の設定、研究計 画、研究構造図 の作成。

実態調査 および集計、分析 、考 察、仮説 の設定、指導計画 、内容 の検 討。

指導計画 の作成、実証授業 、結果 の分析 、考察。

報告書 の作成、副資料の作成 。

研究発表 の準備、研究発表 、本研究 の反省 と整理。
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ll研 究 の 内 容

『サ ッ カ ー 』

1.研 究 内容

「生 涯にわ た って自 ら進 んで運動 やスポーツに親 しむ ことが で き るよ うな能 力 や態 度 を身

に付 け る」 ことをね らい と したこれまでの教育研 究員の先行研究 の成果 を踏 まえ、授業 の工

夫 にっ いて研究を継続 し、発展 させ ることと した。本年度 は、「主 体 的 に考 え判断 し、 進 ん

で学習 す る能力 と態度を培 う学習指導の工夫 」を主題 に、体育 班 は 「サ ッカー」 を通 して、

生徒 が 自主 的、主体的活動 を行 って い くための学習課題 の設定 の仕方や、学習活動 の計 画 や

実践 の工 夫 に重点を置 き、研究 を進 あ主題 にせ まることと した。

そ こでサ ッカーの授 業 と選択制授業 に関す る意識 ・実態調 査を実施 し、 その集計結果 を も

とに して以下の よ うな仮説 を設定 した。

☆仮説 「サ ッカーのゲー ムを通 し個 人や グループがそれぞれの実 態 に応 じて適 切 に学 習課

題 を設定 し、学習活動 を計画 ・実践す る ことによ り、生徒一人一人が主体的に判断 し、

進 ん で学習す る能力 と態度 を培 うことがで きる。」

上 記仮説 を検証す るたあに指導計画を作成 し、実 証授 業を行 い、 その結果 を分析 ・考

察 した。

2.サ ッカー の特性 とね らい

(1)特 性

ア 手 を用 いないで ボールを運 び、相手 との攻防 の中で ゴール に得点す る ことを競 うと こ

ろ に、楽 しさや喜 びを味 わ うことので きる運動で ある。

イ グループの中で、生徒一人一人 が個 々の特性 や役割を 自覚 して その責任 を果 た し、 お

互 いに協力 し合 うことで、楽 しさや喜 びを味わ うことので きる運動で ある。

(2)ね ら い

ア 個人や グループの実態 に応 じて適切 に学習課題 を設定 し、学習活動 を計画 、立 案及 び

実 践す る ことによ り、主体的 に学習す る能力や態度 を高 める。

イ 個人や グループの能力 ・適性 に応 じた練習 を行 うことによ り、 よ り高 い技能 を身 に付

ける。

ウ 適切 な練習 ・ゲームを通 して、 ルールやマナー及 び審判法を理解 し、スポーツマ ンシッ

プや フ ェアプ レーの精神 を育 てる。

3.意 識 ・実態調査 とその考察 調査時期 平成6年6月

(1)調 査対象 都立高校保健体育科教諭23校93名

都立高校生徒 男子1学 年245名2学 年248名3学 年252名 計745名

② 調 査 内 容 〔生 徒 〕

・サ ッカ ー の特 性 にっ い て

・グル ー プ分 け 、授 業 形 態 につ いて

・学 習 課 題 の設 定 方 法 にっ いて

・学 習 ノ ー トの 内容 につ いて

・サ ッカ ー の不 得 意 な生 徒 にっ いて

・学 習 評 価 と評 価 の観 点 につ いて

〔教 師 〕

・選択制授業 につ いて

・授 業形態 につ いて

・学習課題 の設定方法 にっ いて

・学習 ノー トにつ いて

。サ ッカーの不得意 な生徒 につ いて

・学習評 価 と評価の観点 につ いて
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(3)結 果 と考 察

ア 年 間 指 導 計 画 の 中 に、選 択 制 授 業 を位 置 付 けて実 施 して い る学 校 は調 査 した高 校 の う

ち69%で あ り、 実施 校 の49.5%で サ ッカ ーを 取 り入 れ て い る。 ま た 、 そ の 授 業 形 態 と し

て は グル ープ に よ る学 習 が72.0%で あ る。

イ サ ッカ ーの授 業 で 、生 徒 が楽 しさや 満 足 感 を 感 じる と き は、 「ゲ ー ム に 勝 っ た と き」

「シュ ー トが決 ま った とき」 「味 方 に良 いパ スが 通 った と き」 を あ げ て い る。 この こ と か

らゲ ー ムを 通 して グ ル ープ 内 に お け る各 自 の役 割 や チ ー ム プ レーを 身 に付 け、 グ ル ー プ

の 力 の 向上 を 図 りゲ ー ムの質 を高 め 、 ゲ ー ム に勝 っ 喜 びを 体 験 させ る ことが大 切 で あ る。
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(3-3)あ なたは、 サッカーの授業で、今 まで どの ような時 に楽 しさや満

足感 を感 じま したか。(複 数解答可)
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ク
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コ

サ

シ

ゲームに勝 った時

シュー トが決 まった時

シュー トを防 いだ時

味方 に良 いパスが通 った時
パスをカ ットした時

相手 を ドリブルで抜 いた時

先生に誉 め られた時、 または、親切 なア ドバイスを もらった時

お互いにア ドバイス しあって、協 力できた時

友人に認め られた時

自分のイ メー ジ通 りに出来 た時

精一杯運動 した と感 じた時

その他()

ウ グル ー プ の決 め方 にっ い て は 、生 徒 は 「生 徒 が き め る」59.5%、 「先 生 と生 徒 が 相 談

して決 め る」24.2%、 ま た教 師 は 「生 徒 と先 生 が 相 談 して決 め る」59.1%、 「生 徒 が 決 あ

る」37.1%と 答 え て い る。 この こ とか ら生 徒 主 体 に話 し合 い で 決 め さ せ 、 教 師 は適 宜 ア

ドバ イ スを行 うこ とが望 ま しい と考 え られ る 。

グル ー プの編 成 基 準 にっ いて は 「戦 力 差 が で な い よ うに 」 が 生 徒50.2%、 教 師52.7%

と最 も多 い。 ま た、 ゲ ー ム後 の喜 び と して は 「接 戦 で 勝 っ た時 」46.8%で 最 も多 い 。 こ

の こ とか ら、 自他 の 能 力 ・適性 を把 握 す るた め に ス キ ル テ ス ト ・試 しの ゲ ー ム な ど を行

い、 勝 敗 の未 確 定 性 を考 慮 した 戦 力差 の 出 な い グル ー プ分 けが 重 要 と考 え られ る。
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(3-4)あ なたは、ゲームの後、 チームと してどのよ うな時に もっとも喜

びを感 じま したか。

ア 楽勝 した時(5対0な ど)

イ 接戦で勝 った時(1対0な ど)

皇郵 簾 賦 膿 姿言薦,た 時,
オ 練習 した ことがゲームに生 かされた時

力 その他(

ア イ ウ エ オ カ

エ 学 習 課 題 の設 定 方 法 に っ い て は 、教 師 は 「生 徒 と教 師 が と も に行 う」45.2%と 多 くが

答 え て い るが 、生 徒 は 「教 師 が行 う」 こ とを31.5%望 ん で お り、 教 師 に 依 存 す る傾 向 が

強 い 。 この こ とか ら、 学 習 ノー トの活 用 な ど に よ り、 グル ー プ毎 に教 師 が 適 切 な指 導 や

助 言 を 与 え た り、使 い易 い学 習 資料 を提 供 す る ことに よ り、生徒 が グルー プや 自己 に合 っ

た 学 習 課 題 を 自 ら設 定 し、 グル ープ で協 力 して 学 習 活 動 を 進 め られ る よ う配 慮 す る こ と

が 大 切 で あ る。

オ 学 習 ノ ー トに必 要 な項 目 につ いて は、生 徒 は 「対 戦 表 」54.3%、 「グ ル ー プ の反 省 」

38.5%、 「教 師 の ア ドバ イ ス」34.7%を 、一 方 教 師 は 「グル ー プの 目標 」94.5%、 「事 前 の

練 習 計 画 と練 習 内容 」91.3%、 「グル ー プ の反 省 」90.2%が 必 要 と答 え て い る。 この こ と
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か ら内容 と して グル ープの もの と個人の ものが必要 であ る。また記入時間 は授 業時 間 で

はな く、休み時間 に行 うと答えた生徒が多 いが、授業時間 内に行 うことが望 ま しく、記

入 時間の短縮を図 るために内容の精選 が必要で あると考 え られ る。

カ サ ッカーが不得意 な生徒 に対 して は 「明 る く楽 しくや る」 ことを生徒79.9%、 教師91.5

%と 共 に最 も多 く望 んで いる。 また、生徒 自身 がサ ッカーが不得意 な場合 に 「他 の生徒

か ら自分 にどの よ うな要 求 を して ほ しいか」 とい う質問 に対 して は、69.3%の 生 徒 が

「明 るく楽 しくや る」 と答えてい る。 この ことか ら不得意 な生徒 が グル ープ 内 に溶 け込

み、 自主的 ・意欲的 に活動 できるよ うにす るために、 リー ダーを中心 にお互 いの個性 や

能力 を尊重 し、協力 して学習が進 め られ るよう配慮 す る必要 があ る。
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(12-2)グ ループ(班)内 にサ ッカーが不得意な者がいた場合 、その メン
バ ーに どんな ことを望 みますか。

ア 明 るく楽 しくや ること。

イ 個人的技能(パ ス 。トラップ ・シュー トな ど)の 習 得。

ウ 集団的技能(オ ープ ン攻撃 ・速攻練習な ど)の 習 得。

エ ミスを しな いこと。

オ よ く走 ること。

カ ディフェンスだけをや ること。

キ オフェンスだけをや ること。

ク その他(〉

ア イ ゥ ェ ォ カ キ ク
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(12-3)自 分 自身 サ ッカ ーが 不 得 意 で あ る な らば 、 ど ん な 要 求 を して ほ し

い で す か。

ア 明 る く楽 し くや る こ と。

イ 個 人 的技 能(パ ス 。 ト ラ ップ 。 シ ュー トな ど)の 習 得 。

皇 饗 讐 、1芝ご ン攻撃.灘 習など)の習得.
オ よく走 ること。

カ ディフェンスだけをや ること。

キ オフェンスだ けをや ること。

ク その他(〉

ア イ ゥ ェ ォ カ キ ク

キ 評 価 にっ いて は、「ま じめに一生懸命 にや ってい るか どうか 」 を評価 す る と答 え た生

徒 が81.9%、 教師が89。2%と 最 も多 い。次 いで 「技 能 が どれだ け上達 した か ど うか 」 を

評 価す ると答 えた生徒 が73.8%、 教師が45.1%と な って い る。 す なわ ち、 生徒 ・教 師 と

もに授業 への取 り組 み方 や技能の向上の度合 いを評価 の観点 と して重視 してい ると考 え

られ る。

4。 指導計画

(1)指 導 の方針

ア サ ッカーの特性 を理解 させ、 ゲームを通 してサ ッカーの楽 しさに触 れ られ るよ うに配

慮 した。

イ 生徒 や グル ープが適 切な課題 を もち、学習資料 ・学習 ノー トを活用 しなが ら学習 計画

を立案 し主体 的 に考 え判断 し、学習 が進 め られ るように した。

ウ 自他 の健康 ・安全 に留意 し、互 いに協力 して学習で きるよ うに した。

(2)指 導 の工夫

ア オ リエ ンテー ションの重視

自 ら選 び、 自 ら学ぶ とい う選択制授業 のね らいを十分に理 解 させ、単 元全体 の見 通 し
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を もたせ るた めに、オ リエ ンテー ション等の 「学習1」 に4時 間 をあて充実 させた。特

に2、3時 間 目は、試 しのゲーム及 びスキルテス トを実施 し、個人の課題 の発見や グルー

プづ くりに役立 たせ るとともに、今後の学習を進 めてい くうえでの参考 とさせ た。

イ グル ープ編成の工夫

練習及 びゲー ムを円滑 に楽 しく行わせ るために、各 グループの戦力が均一 にな るよ う

に工夫 した。具体 的には、試 しのゲーム及 びスキルテス トの結果や、教師 の助言 を参考

に して生 徒の話 し合 いで グループ編成 を行 った。

ウ 学 習過 程の工夫

「今 もってい る技能を生か してゲー ムを楽 しむ」段階か ら、「高 まった技能 に応 じて作

戦 を立て、 グループの特性 や自己の役割を生 か してゲームを楽 しむ」段階へ と学習 す る

ね らいを明確 に し、個 人 とグループの実態 に応 じた適切 な学習課題 をそれ ぞれ設定 で き

るよ うに した。

エ ゲームの重視

毎 時間ゲ ームを行 うことによ ってサ ッカーの楽 しさに触れ させ る と同時 に、 ゲー ムを

通 じて個 人及 びグループの課題を生徒 自身に気付 かせ、教師 の適切 な支援 の もとに生徒

自 らが学 習計画 を立案 、実践 し、課題を解決 させ るよ うに した。

オ 学 習資料 の有効 な活 用 と工夫

サ ッカーの技能 を段階 ごとに分 けた学習資料 を用意 し、各 グループの課題 に応 じた学

習計画 を作成 した り、学習活動 を効果的かっ円滑に行 うために十分活用 させ た。

また、サ ッカーが不得意な生徒 などに、 よ り楽 しいサ ッカーを目指す ことがで きるよ

うに学習資料 を工夫 し、一問一答集 を作成 した。

力 学習 ノー トの充実

生徒 の自己評価及 び相互評価 の能力 を高め させ るため学習 ノー トの充実 を図 り、次 の

学習課題の設定に生 かす ことがで きるよ うに工夫 した。 また、申間 ま とめにおいて学習

ノー トを利用 して選択 制授業 の趣 旨が理解 されているか、 自主的 ・計画的 に学習 が進 あ

られて いるか ど うかな どを確認 させ た。 さ らに自己の技能や グループの活動状況 を正確

に把握 させ、次の段 階の学習課題 の設定 に生 かせ るよ うに した。

キ サ ッカーの不得意 な生徒 への指導の工夫

サ ッカーの不得意 な生徒に も自分 の力 に合 った 目標 を持 たせ、 自己の課題 を自 らの工

夫 や努力、 グループの協 力、 リーダーの指導等 によ って解決 させ るよ うに した。ま た グ

ル ープ内での役割分担等 に配慮 し、 自分 もグループの一員で ある とい う自覚 を持 たせ る

よ うに した。

ク 自己 ・相互評価 や計 画のたあの十分 な時間を確保す る工夫

授業 開始時に打 ち合 せの時間 を設定 し、本時 の課題や学習 内容 などを確認 させ ると と

もに、授 業終 了前 には必 ず グループでの 自己 ・相互評価の時間を持 たせ、次時への グルー

プや個人の課題 を確認 させ、学習計画 を立て るうえでの重要 な時間で あるとい うことを

自覚 させた。
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(3)単 元計画

ア.今 回 は、第3学 年 男子を対象 に20時 間を配 当 した。

イ.ス キル テス ト・試 しの ゲームを参考 に グル ープ編成 を工夫 す るとともに、中間 ま とめ

で よ く自己 ・相互評価 させ、新たな学習課題 を見っ け る際 に、サ ヅカーの不得意 な生徒

への支援の仕方を考え させ、誰 もが進 んで学 習で きるよ うに配慮 した。

段 時 ,
生 徒 教 師

ね り い 評 価
階 間 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

選択制授業の趣旨 ①選択制授業の趣旨 ・概略の理解 ◇選択制授業の趣旨・ ◆選択制授業の意義を理解させる。

と進あ方 を理解 し、 ②学習 ノー トの活用方法 と評価 にっいて 概要 が理解できたか。 ◆学習 の進 め方 、評価の理解 を深め させ る。

学 学習計画立案のた の理解 ◇学習の進め方が理解 ◆学習資料の効果的な活用方法を理解させる。

1
めの課題 の設定の ③学習資料の効巣的な活用の仕方の理解 で きたか。 ◆学習 の進 め方 を理 解 させ る。

習 仕方を理解すると ④学習計画の作成の仕方の理解 ◇学習 資料 ・学習 ノー ◆ グループ編成 にっいてはスキルテス ト、試 しのゲー

と もに学 習への意 ⑤毎時の授業の進め方の理解 トの活 用の仕方 が理 ムの結果 により各 グループの総合力が均等 にな る

1 欲を持 つ。 ⑥ グループ編成の仕方 解 で きたか。 ように決 める ことを理解 させ る。

(、
⑦役割分担の仕方

オ

リ
ス キ ル テ ス ト ・試 ①スキルテ ス ト スキ ル テ ス ト。試 しの ◆ スキルテス トのね らい と実施方法 を理解 させる。

工 しのゲームの結果 ②試 しの ゲーム ゲームの結果 を正 しく ◆ スキルテス ト・試 しのゲー ムの結果 を自己評価 さ

; 2 か らグループ編成 ③ グルー プ編成のための リーダー選 出 自己評価 できたか、又 せ、課題意 識を もって学習を進 めるよ うに指導 ・

1 を考え る。 今後の学習活動に生か 助言 を適切 に行 う。

ζ す ことがで きたか。

ン

等 単元の学習計画を ①学習 ノー トの具体的記入の仕方の理解 試 しのゲームの結 果を ◆試 しのゲー ムの結果を 目己評価 させ、学習課題 と
)

1
立 て る。 ②学習計画の立案の理解 正 しく自己評価 し、課 学 習方法を見いだせ る指導、助言を適切 に行う。

③学習計画の作成 題にそ った学 習計画 が

④役割分担 立案で きたか。

選択制授業の学習 ①本時の学習計画の作成 ◇ グループ毎に活動 が ◆活動 中の指導 ・助言を適 切に行 い、計画 に沿 った

ね 方法に慣れ ると同 ②試合の方法 ・ルールの話 し合い 計画通 り出来 たか。 活動 をさせ る。

時に、個人お よび ③学習計画に基づく自主的な活動 ◇本時の計画が適切で ◆ 本時 の活動 の評価を積極的に行わせ、個人及びチー
ら

7
グルー プの課題に ④練習 した技能を生か したゲー ム あ ったか、次の課題 ムの次 の課題 を見 いだせ る。

い 基づいた効果的な ⑤ グループ毎の評価 が見いだせたか。 ◆ グループ毎に活動が円滑に進む ように指導 する。

ユ
練習を工夫 して計 ⑥サ ッカーの不得意な生徒への支援 ◇互いに協力して安全 ◆安 全について十分な配慮 が行われ るよ うに指 導を

画 ・実 践 し、 ゲー ⑦ グルー プ毎に施設や用具の片付け に留 意 した活勤 がで 徹底 させ る。

ムに生かす。 き た か 。 ◆ グループを巡 回 し評価内容等 にっ いて助言 する。

選択制の授業の進 ①学習 ノー トを利用 して学習活動の評価 学習 ノー トの結 果を今 ◆学 習 ノー トの評価 をもとに した、話 し合 いの場で
中
間

め方や学習活動を ②今後の学習計画の再検討 後の学習計画に生か し 得 た意 見を参考に学習活動の再検討 を行わせる。

ま 1 反省 し、計画の再 ③新たな学習課題の設定 た か 。 ◆十 分に意見を出 し合い、学習活動 の再検討 を行わ
と
め 検討を行 う。 ④挙習計画に基づく自主的な活動 せる。その際 、サ ッカーの不得意 な生徒 への支援

⑤学習成果の発表 を考 えさせ る。

学
中間ま とめでの成 ①新たな学習課題に基づく自主的な学習 ◇ 各 グループが課題解 ◆活動 中の指導 ・助言を適切 に行 い、新 しい課題に

果を生か し、 より 活動 決を図るたあに自主 挑戦 させた り、活動の仕方 を工夫 させ ることによ

高い レベ ルの課題 ②練習 した技能や作戦を生か したゲーム 的 ・主体 的に活動 で り主体 的に課 題に取 り組 ませ る。
習

ね
を設定 し、その解 ③ グループ毎の反省 ・評価 き た か。 ◆安全面にっいて十分配慮 し協力的に活動が行われ

決のために効果的 ④ グループ毎に施設や用具の片付け ◇練習した技能や作戦 るよ うに指導 を徹底す る。
ら

7
な練習を工夫 して を生 か してゲームが ◆練 習 した技 能や作戦がゲ ームに生か せるよ う助言

n い 計画 ・実 践 し、ゲー で きたか す る 。

2
ムに生かす。 ◇学習計画 ・学習 方注 ◆次時 の課題が適切 に見 いだせ るように評価内容等

が適 切であ ったか。 について助言 す る。

◇ 互いに協力 して安 全 ◆ 中間 まとめで考えた、サ ッカーの不得意 な生徒へ

に留 意 して活動 がで の支援 はど うだ ったかを判断 させる。

きた か。

単元のま とめ と反 ①学習 ノー トの整理 ◇ ゲ ー ム を通 じ、 サ ッ ◆ グループ毎にま とめと評価 を行 う。

ま
省 を行 うとともに ② 自己評価 ・帽互評価 カーの楽 しさに触 れ ◆学 習 ノー トを もとに、十分な話 し合 いをさせる。

次に生 かす ことを ③ グループ毎の学 習全体のま とめ ・評価 られたか。 ◆正 しく自己評価 ・相互評価がで きるように助 言す

と 1
考え る ④感想文 ◇技能 が向上 したか。

◇グループの活動が協

る 。

め 力 してで きたか。

◇進んで学習する能力

が身についたか。

注)運 動種目の選択は、年度始めに総合オ リエ ンテーションを実施 し、決定 している。
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5.指 導事例(実 証授業)

単元名 サ ・か1配 当時間1・ ・時間中1時 間目1学 年1第 ・学年1・ … 組 男子46名

◎ オ リエ ンテ ー シ ョ ン

本時の
・選択制授業 の趣 旨、概要 を理解す る。

・グループ毎 に学習す る内容 ・方法 と学習計画の作成 の仕方 にっいて理解す る。
ね らい

・学習 ノー ト、学習資料 の効果的 な活用方法 と評価について理解す る。

・サ ッカーの特性 を理解 し、フェアープ レーの もとに安全 に、協力 して学習 することを理解す る。

設

具施用
・視 聴 覚 室 ・学 習 ノー ト ・学 習 資 料 ・サ ッカ ーの ビデ オ ソ フ ト

段階時間 学 習 内 容 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

・集 合 ・今 まで行 って きた単一種 目必修型 の授業 か ・生涯 にわた って、生活 の内容 として 自ら

導 10 ・挨 拶 ら、生徒 の運動欲求や興味 ・関心 、能 力 。 進 んで運動 やスポーッに親 しむ ことがで

入 分
・出欠調 査 適性等 の実態 に合 った選択制授業 について きる能力 や態度 の育成 に結 びつ けて、選

・本 時の説明 理解 する。 択制授業 を理解 させる。

・サ ッカーの選択制授業 の ・個人 やグループで課題 を見っ け、課題解決 ・生徒 が主体 的に取 り組 め るよ うに具体的

進め方 のための学習 を行 い自主的 ・主体 的 に進め に流れをイ メー ジさせ、授業の進あ方 を

てい く授 業の全体像 を理解す る。 十 分理解 させ る。

・「計画、実施 、評価 」の学 習 の流 れを理 解 ・グループでの学習 、活動 の意義 を理解 さ

5 す る。 せ、お互 いに協 力 し合 い、意欲的 。積極

・オ リエ ンテ ー シ ョ ン以 外 の 時 間 は グル ープ 的に取 り組 む ことを理解 させ る。
分

毎に集 合 し、出欠調査 、本時 の活動内容の ・生徒 が 自ら種目を選 び、 自ら学 び、教師

確認、施設 ・用具 の準備、準備運 動、学習 はそれを支援 する ことを理解 させ る。

展 活動 の実施 、整理運動 、まとめ、片付 けと

い う授業 の流 れを理解す る。

・学習計画の作成の仕方 ・学習課題を解 決 し、学習 を進 めて い くため ・選択制授業 は、個人 とグループが、それ

に16時 間の全 体計 画を立案す ることを理解 それ課題を設定 し、 自主的 ・主体的 に学

す る。 習活動を行 うことが必 要であ ることと、

・全体計画に即 して毎時間 、個人や グループ そのために適切な学習計画を立 てること
5

の課題を発見 し、それに基づ いて学習計画 が大切であ ることを理 解 させ る。

分 を立て ることを理解 する。 ・学 習計画 は無理 を しな いで個人 、グルー

プで段階に応じた計画を立て、教師が適

宜、指導 ・助言を与え ることを理解 させ

る 。

・学習資料、学習 ノー トの ・学習資料、学習 ノー トの効果 的な活用方法 ・学習資料、学習 ノー トを参照 させる。

5
効果的な活用方法と評価 を理解し、目標設定や課題解決のたあに積 ・個人や グループが必要 に応 じた練習方 法

極的 に活用 してい くことを理解す る。 を見 いだ し、実践 して い くことを理解 させ

開 分 ・個人や グループの課題 を見いだす ための自 る 。

己 ・相互評価を理解する。 ・学習 ノー トの提出期限 を守 らせる。

・サ ッカ ーの 特 性 ・サ ッカーの歴史 ・変遷 について触 れ、何故 ・も と も と サ ッカ ー は荒 々 しい競 技 で あ っ

フェアープ レーの精 神が根底 にあるのかを たが 、 フ ェ ア ー プ レー に徹 して戦 うた め

20 理解す る。 にルールが作 られたこ とを理解 させ る。

分
・ゴー ル シー ンの ビデ オを 見 な が らサ ッカ ー ・ビデォを見なが ら、自分の意図 したプ レー

の持っ魅力 に触れ る。 ができた時 の楽 しさや ゴール した時の喜

びに触 れさせる。

・次 回の説明 ・次回 はグループ編成 をす るためのスキルテ ・ス キ ル テ ス トは あ くま で も グル ー プ を 編

整 5 ・挨拶 ス トを行 うことを理解す る。 成 するための ものであ ることを理解 させ

理 分
・解散

る 。

・準備等 の指示 を してお く。
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単元名 サ ッカー 配 当時間 20時 間中2時 問目 学 年 第3学 年1.3.5組 男子46名

本時の

ね らい

◎ スキルテス ト

・戦力差の ないグループを編成す るための スキ ルテス トであることを理解す るとともに意欲的 に行 うようにする
。

・サ ッカーに必要 な技能
、 ス ピー ド、 ボール コン トロール等 の自己の能力を知 るとともに、他の生徒の よさを知 り、

グル ープ編成に生かす ようにす る。

施 設

用 具

・サ ッ カ ー ボ ー ル ・サ ッ カー ゴ ール 。ス トップ ウオ ッチ ・セ ー フ テ ィー コー ン

・ビ ニ ー ル紐 。記 録 用 紙 ・筆 記 用 具 ・石 灰 ・ライ ンカ ー ・メ ジ ャー ・旗

段階時間 学 習 内 容 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

導

入

10

分

・集合、挨拶

・出欠調査

・本時の説明

・準備運動

・用 具の準備

・グル ープ編成 の参考資料 にするための スキ

ルテス トを行 うことを理解 する。

・実施 す る場所 を決 め、必要 な用具 の準備を

行 う。

・授業展開 はグループ活動が中心 になるた

め グル ープ編成 の重要性を理解 させ る。

・ボールを使 っての ウォー ミングア ップ も

取 り入れ させ る。

・準備す る用 具が多いので素早 く能率的 に

行わせ る。

展

開

35

分

・スキル テス トを行 うため

の グル ープ分 け

・記録 用紙の配布

・スキル テス トの実 施

・記録用紙の提出

・4班 に分 けて ローテー ションを決めて行 う。

・種 目毎の記入 の仕方 を理解す る。

・実施 す る種 目の方法 ・内容 と記録の測定方

法を理解 する。

・以下 の種 目を行 うことを理解 し、各自記録

用紙 に正確 に記入 する。

① ボール リフテ ィング

腕以外 の部位 を使 うて、 ポールを落 とさ

ないで連続 して何回で きたか。

②往復 ドリブル

セーフテ ィーコー ンを使 ってその間を ド

リブル して いき、 タイムを測定す る。

③加速走

0メ ー トルか らスター トして10メ ー トル

か ら40メ ー トル までの タイムを測定する。

④ ペナルテ ィーキ ック

予め ゴールポス トを どニール紐 で区画 し

て おき、キ ック してど こに入 ったかを記

録す る。

・体育委員に記 録用紙 を提 出す る。

・グル ープ分け は特に配慮 しな いで便 宜的

な編成 とする。

・実施 する種 目の内容 を良 く理解 させ、円

滑 に ローテー ションさせて行わせ る。

・スキルテス トの記録 は成績 に関 係な く、

あ くまで もグループ編成 の参考 にす るた

めのもので 、グループ毎 の戦 力があま り

片寄 らないよ うに均等化 をはか る目的で

行 うこ とを理解 させる。

・趣 旨を良 く理解 させ、必 要以 上に意識を

しないで、自己の能力 を最大 限に発揮で

き るよ うに リラックス して、 また真剣に

行 うよ う指示 する。

・記録用紙を提出す る際 、正確 に記入 して

いるか確認 させ る。

整

理

5

分

・整理運動

・本 時の まとめ と次回の予

告

・片 付け

・挨拶 、解散

・脚 部の屈 伸、腰部 の回旋等 を中心 に行 う。

・本時のま とめ と次回 の予告を聞 く
。

・人数 に応 じて グループ単位で行 う
。

・次回 は リー ダーを発掘 す るため の試 しの

ゲー ムを行 うことを告 げ る。

・本 時のまとめでは、自己の課題が見っかっ

たかど うか確認 してお く。

・ライ ン引 きの準備 の指示 を してお く。
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単元名 サ ・カー1配 当時間 2・時帥3時 間目 厚 年 第3学 年1.3.5組 男子46名

本 時の

ね らい

◎ 試 しの ゲーム
・試 しのゲ ームを行 い

、 リーダーを発掘 する。 また自己の能力を知 り課題 を発見 し、今後 の見通 しを持 たせ る。
・簡単 なル ールを理解 し

、安全にプ レーするこ とを心が ける。

齋萱

・記 録用 紙

。グ ラ ン ド(サ ッカ ー 用 ハ ー フ コー ト1面)・ サ ッカー ボー ル ・サ ッカ ー ゴ ー ル ・ゼ ッケ ン

・ホ イ ッ スル ・キ ー パ ー 用 グ ロー ブ ・ラ イ ン ズ マ ン フ ラ ッグ ・石 灰 ・ラ イ ンカ ー

段階 時間 学 習 内 容 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

・集 合、挨拶 ・試 しのゲームを行 うことを理解 す る。 ・ここで行 うゲームのグループ編成 は便宜

導
・出欠調 査 ・ル ー ル の根 底 にあ るの は、 フ ェア ー プ レー 的 な もの とす る。

10 ・本時 の説 明 の精神 に基づ いて いることを再度 、理解す ・安全 にっ いては十分 に配慮 させ る。

入 分 ・準備運動 る 。 ・非紳士的行為 にっ いて も触れて お く
。

・用 具の準備

・ル ー ル の説 明 ・簡 単 な ル ール を 理解 し、安 全 にプ レーす る。 ・オ フサ イ ドにっ いて は、 分 か り やす く図

① オ フサ イ ドにつ い て 。 解で説明す る。
5

②直接 フ リーキ ックが与 え られる反則。 ・審判法 にっ いて も簡単 に説明す る
。 ライ

分 ③間接 フ リーキ ックが与 え られる反則。 ンズマ ンの役割 と対角線審判法 にっ いて

④ ス ロ ー イ ンの方 法 。 理解 させ る。

。記録用紙の配布 ・種 目毎の記録 の仕方 を理解す る。 ・危険な行為 を注意 し、安全 にプ レーす る

ことを心が けさせ る。
展 ・試 しの ゲ ー ム ・リーダーの発掘 と個人 の課題 を発見す るた

め の ゲ ー ムを行 う。 。項 目毎に第3位 までを記入 させ、1位3
へ

点、2位2点 、3位1点 として計算する。
・ゲームを行 っている以外 の生徒が

、以下の

3項 目にっいて相互評価 を行 う。 ・ゲー ムの人 数は グラン ドの広 さに応 じて

28 7名 ～11名 とす る。

① リー ダー シ ップ を発 揮 して い る。

分
・ゲームを通 して自己の課題 に も気付かせ

②意欲 的にゲームに参加 して いる。 る 。

③技能的 に優 れている。 ・他 の生徒 のよさに気付 かせ る
。

。記録用紙 の提 出 ・体育委員 に記録用紙を提出す る。 ・記録用紙 を回収す る際 、正確 に記入 して

いるか確認 させる。

開 ・体育委員 への指示 ・リーダーの選出 とグループ編成 の仕方 を理 ・クラスの体育委員 に試 しのゲームの記録

解す る。 用紙を渡し、相互評価における高得点者

数名(グ ル ープ編成 の数 に合わ せる)を

2 選出 させ る。

分
次 に選出 され た者 が リーダーになり、 ス

キル テス トの結果 を もとに話 し合 いによ

りメンバーを選出 して グル ープ編成 を行

うことを指 示す る。

・整理運動 ・次回 は各 グループで全体計画の立案 と次回 ・次回か ら学 習 ノー ト、学 習資料の活用 を

整
・本時の まとあ と次回の予 の学習計画を立てるたあのオ リエ ンテーショ 指示 してお く。

5
告 ンを行 うことを理解す る。

理 分 ・片付け

・挨拶、解散
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単元名 サ ッカー 配 当時間 20時 間中10時 間 目 学 年 第3学 年1.3.5組 男子46名

◎ グループによる学習

本時の ・個人 およびグループの課題 に基づ いた効果的な練習を工夫 ・計画 ・実 践 しゲームに生かす。

ね らい ・他 グループのゲームをよ く観察す るとと もに対戦相手 とのゲー ムの作 戦を工夫す る。

・学習 を進 めてい く上 での手順 を守 り、メ ンバ ーが協力 して安 全に学 習す る態度 を身にっ ける。

獺
・グ ラ ン ド(サ ッカ ー用 オ ー ル コー トま た はハ ー フ コ ー ト)・ サ ッカ ー ゴー ル

。サ ッカ ー ボ ー ル ・学 習 ノ ー ト ・学 習 資 料 ・筆 記 用 具 ・ゼ ッ ケ ン ・ホ イ ッ ス ル

。セ ー フ テ ィ ー コ ー ン ・ス ト ッ プ ウ オ ッ チ ・ラ イ ン ズ マ ン フ ラ ッ グ ・石 灰 ・ラ イ ン カ ー

段階時間 学 習 内 容 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

。集合 ・集合 、挨拶 、出欠調査、準備運動 はグルー ・メ ンバ ーと しての自覚 を持 たせ、お互 い

導 5
・挨拶 プ毎 に行 う。 に協力 し合 いなが ら円滑 に行 うことを理

・出欠調査 ・出欠係 は出欠状況 を教師 に報告す る。 解 させ る。

入 分 ・準備運動 ・で きるだけ能率 よ く行 う。

・グ ル ー プ毎 の ミー テ ィ ン ・各 グループが作成 してきた学習計画 につ い ・個人 とグループの目標 や課題解 決に向 け

グ て、本時 の学習 内容 を確認す る。 て学習 する ことを再度 、理 解 させ る。

5
・用具 の準備 ・用具係 の指示 によ り、グループ毎 に必要 な ・教師 は準備中 にキ ャプテ ンを集 め各班 の

分 ものを準備 する。 学習内容 を報告 させる。

・グループの活動 ・キ ャプ テ ンを 中心 に メ ンバ ー が協 力 して、 ・サ ッカーの不得意 な生徒 にっいて は、 メ

学習計画に基づいて自主的 ・主体的に活動 ンパ ーが協力 して時 間をかけて学習 して

展 す る。 い くことを理解 させる。

・ゲ ー ム の実 施 ・準備 を素早 く行 い、予 め決 あておいた組合 ・ゲームを通 して、個人及 び グル ープの課

わせでゲームを行 う。 題 を見 いだす ことを理解 させ る。

33 ・審 判 、 ボ ー ル タ ッチ の記 録 係 、他 グ ル ー プ ・他 のグループの生徒 もゲームを見学 させ

分 からの評価を行う係の生徒が役割を遂行す 技術や戦術 にっ いて考 え させ る。

る 。

・整理運動 ・各 グループで整理運動 を行 う。

・用具 の片付 け ・各 グループで片付 けを行 う
。

開 ・グ ル ー プ毎 の ミー テ ィ ン ・各 グループで本時 の評価 を行 う。 ・本時の評価 、課題 、次 回の学習活動の立

グ 案等を学習 ノー トに記 入 させ る。

。評価 を基 に課題 を明確 に して 、課題解決に

向けて、次 回の学習活動 の計画を立案す る。 ・個人の欄は授業終了後、休み時間や放課

5 後を利用 して記入 させ る。

分
・学習活動の計画を立案する際、学習資料を

効果的 に利用す ることを理解す る。 ・学習資料を基 に各 グループが必 要に応 じ

て発展させた学習計画を立てることを理

解 させ る。

・次回の学習 の進 め方 ・本時 の反省 を生か し、次回か らは個人およ ・グル ープ活動の意義 を理解 させ、各 自が

びグループの課題解決に向か い、よ り自主 工夫 ・協力 して学習 を進 めるよ うに指 導

整
2

的 ・主体的 に学習 を進めてい くことを理解 す る。

す る。 ・個人や グル ープの課題解決 のために学 習

理 分 ・挨 拶
計画の重要性を再認識 させ る。

・解 散 ・学 習 ノー トの提出期限 を守 らせ る。
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6.指 導結果 とその考察

仮説 を検証す るたあ、実証授業後、授業 を受 けた生徒 を対象 にア ンケー ト調査を行 った。

その結果 と考察を以下 に示す。(対 象 都立高等学校1校3年 男子59名)

ア 「サ ッカーの授業 に楽 しく意欲的 に参加で きた」89.8%、 「自分 たちで課 題 を設定 す る こ

とがで きた」79.7%、 「活動計画 どお りに実践す ることがで きた」83.0%、 「自分 の役 割 を

果た し、 グル ープで協力 して学習す ることができた」83.1%と 回答 して いる。

この ことか ら、生徒や グル ープが適切 な課題 を持 ち、学習計画を立案 し、主 体的 に考 え

判 断す る学 習が行えた と考え られ る。

イ 学 習 ノー トの活用 にっ いて は、「授業を進め る上 で役 に立 った」81.4%、 「授業後の反省 ・

評 価の欄 は、授業を振 り返 るの に役立 った」86.5%、 「他 の グル ープか らの ゲ ー ムの感想

は次 の課題 の設定 に役立 った」72.8%と 回答 している。

この ことか ら学 習 ノー トは、課題 を設定す るために大 いに役立 った と考 え られ る。 また

「他 のグループか らの感想」 は自分 たちの課題 を見っ け るたあ の客観的 な資料 と して 役 に

立 ったと考 え られ る。

ウ 学 習 ノー トの記 入 にっ いて は 「記入す る内容事項 は全体的 に書 きやすか った」86.5%、

「評価項 目の量 は適切 であ った」94.9%、 「教師か らの ア ドバ イ ス は参 考 にな った」89.8%

と回答 してい る。

この ことか ら学 習 ノー トの内容事項 を精選 した ことは適切 であ った。また 「教師か らの

ア ドバイス」の欄 は生 徒 との コ ミュニケー シ ョンを図 るとと もに、生徒 の課題 設定や学 習

計画 を立 案す る上 で役 に立 った と考 え られる。

工 学 習資料 にっ いて は、「学習活動計画の作成 に参 考 にな った。」86 .4%、 「学 習活 動 を効

果的 に行 うために活 用で きた」79.6%と 回答 して いる。 また、 自由記 述 の中 で 「一 問一 答

集 」 は役 に立 った とい う記 述が多 く認 め られ た。 これ らの ことか ら、生徒 は学 習資料 の必

要性 を認めてい る。 しか し自由記述 の内容か らは課 題解決学 習の経験 の少 ない生 徒 に と っ

ては、資料 を 「必要 ⊥ と理解 しなが らも、読み考え ることが 「面倒 であ る」 とい う実感 も

伺 われ、生徒 の実態 に合 わせた資料集の作成が今後 求め られ る。

オ グループ編成 にっいては、「戦力差 があま りな い グルー一プ がで きた。」81.4%、 「練習 及

びゲームを楽 しく行 うことがで き、 チームワークが とれた」76.3%と 答 え て い るよ うに生

徒 が望 んでいた グループ編成 が うま くで きたと考 え る。 この ことは 「スキルテス ト、試 し

のゲーム」 が グループ編成 をす る上で大 いに参考 にな り適切 であ った と考 え られ る。

カ サ ッカーが不得意 な生徒 への取 り組み につ いて は、その生徒 が 「明 るく楽 しく学習 す る

ことがで きた」76.3%、 また 「チームの協力、 リー ダーの助言 が あ った」91.5%と 回答 し

てお り、 リー ダーが中心 とな り、 グループ全員で不得意 な生徒 がチームに溶 け込 め るよ う

に配慮 し、その結果 と して明 るく楽 しく学習活動 がで きた と考 え られ る。

以上 の ことか ら、サ ッカーのゲームを通 し個人や グループの実態 に応 じて適切 に学習課 題

を設定 し、学習活動 を計画 ・実践 する ことによ り生徒一人一人 が主体的 に判断 し、進 ん で学

習す る能力 と態度 を培 うことがで きたと考え られ る。
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7.ま とめ と今後 の課題

(1)ま と め

ア オ リエ ンテー シ ョン等 の 「学習1」 を4時 間設定す ることによ り、選択制授 業の趣 旨

と進 め方 にっいて生 徒の理解 の徹底 を図 った。 しか し、「選択 制 」 とい う授業 の経験 が

不十 分なため、オ リエ ンテー シ ョンの段階で は、全員 が十 分に理解 す るまで に'は至 らな

か った。実 際に、学 習活動 が始 ま り、学習 ノー トの活用 ・学習資料 の利 用 によ り、学 習

計画 を立 て実践 してい くうちに、選択制授業 に対す る理解 が深 ま ってい った。

また、 グループ編成 の方法 として実施 したスキル テス ト・試 しのゲー ムは、生徒 の希

望で もあ る 「戦力差 のあま りない グループ」「チーム ワークの とれ た グル ープ」 を編 成

す る手段 と して有効 であ った。

イ サ ッカーの不得意 な生徒 に対 しては、 リーダーや グループが学習 しやす い環 境づ くり

を して援助 す るなど、必要 に応 じて学習課題を設定、実践 す ることによ り、生徒一 人一

人が主体的 に考 え判 断 し、学習す る能力や態度を培 うことがで きた。

ウ 学習資料 につ いて は選択制授業 における活動の計画 ・実 践に必要 であ り、 その活 用 に

よって主体的 に学習 す る態度や能力 を高 め る ことにっ なが った。 また、 今 回作 成 した

「一 問一 答集」 は、課題解決 に有効であ った。

工 学習 ノー トについて は、内容 を精選 し、短時間で書 き入れ られ るよ う工 夫 した。 その

ことが学習課題 の設定 や課題解決 のための学習活動 の計 画 ・実践 に役立 ち、主体的 な学

習を促す ことにっ なが った。また、教師の ア ドバイスや他 の グループか らの感想 は、 個

人や グループの学習課題 を再検討 し、 よ り適切 な学習計 画の立 案 ・実 践 に役立 った。

オ ゲー ムを通 して、個 人及 び グループが課題 を見 いだ し解決す ることで、 よ り高 い技 能

を習得 す ることがで き、サ ッカーの特性 に触れ ることにっ なが った。

カ3段 階 での 自己評価 や 「他 の グループか らの感想 」の相互評価 は、 自己の技能 や活動

状況 を把握 で き、次 時の学習計画 の立案 に役立 った。また この ことは、生徒の学習 意欲

を高 め ることにな った。

以上 の ことか ら、仮説 を検証 で きた ものと考え る。

(2)今 後 の課題

ア

イ

ウ

エ

オ

反省 や計画 のための十分 な時間 を確保す る工夫

授業 中におけ る教 師の効果的 な関 わ り方

生徒 の実態 に合 わせた学習 ノー ト・学習資料の一層の工 夫

評価 ・評定 のあ り方 の検討

スキルテス トの内容 の検討
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『生 活 行 動 と健 康(薬 物 乱 用 と健 康)』

1.研 究 内容

近年覚醒剤 など薬物依存 に陥 った人の増加 が深刻 な社会問題 となって いる。高校生 にお い

て も薬物依存 に陥 る危険性 は増 して いる。 こ うした傾 向に歯止 めをか け、改善 して い くため

には特 に青少年 への適切 な教育が大切であ る。高等学校 の科 目 「保健」 は この意味 で重 要 な

役割を担 って いる。

科 目 「保健」 において は生徒の側 に立 った学習指導 を進 あ、学習意欲を喚起 した り、学 習

内容を確実 に身 につ けた り、主体的な学習 の仕方 を身 に付 けるよ うにす るとともに、思考力、

判 断力を育て、意志決定能力 を高め ることが大切で ある。

以上 の ことを踏 まえ、本研究で は、生徒 が 「主体的 に考え判 断 し、進んで学 習す る能 力 と

態度を培 う指導 の工夫」 を主題 に、単 な る知識 の伝達だけで は防止が難 しいとされ る薬 物依

存の問題 を具体的 な内容 に して、従来 あ りがちであった知識伝達型の授業の改善を図 った。

も し生徒が現在 および将来 にお いて、薬物依存 の誘惑 に駆 られた際、 どの よ うにそれを解

決 して いけば よいか、 その ときに必要 な力 とは何か、 この よ うな疑問を起点 と して実態 調査

を実施 し、 その結果 の考察を もとに、次 のよ うな仮説 を設定 した。

☆仮説 「生活行動 と健康 の内容を正 しく理解 し、生徒が 自 ら設定 した課題を解決す る学 習活

動 を工夫す る ことによ り、主体的に考 え判断 し、健康 な生活 を実践す る能力 や態 度 を

培 うことが できる。」

2.意 識 ・実態調査 とその考察

(1)調 査対象 都立高校保健体育科教諭23校70名

都立高校生徒1202名

男子592名 女子610名

(2)調 査内容

〔生 徒 〕

。薬 物の名称や薬理作用 に関す る知識

・薬 物 に関す る情報源

・薬 物 に関す る経験

・薬 物 に関す る興味、関心、態度

(3)調 査時期 平成6年7月

〔教 師 〕

・薬物乱用に関す る授業 の実 施状況

取 り上 げてい る理 由

取 り上 げていない理 由

配当時間

・薬物乱 用に関 す る授業 の計 画状 況

授業 での扱 い方

配当時間

重点項 目

授業形式

・保健 での授業 の評価
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(4)結 果 と考 察

ア 生 徒 の実 態 調 査

(ア)薬 物 の名 称 や薬 理 作 用 に関 す る生 徒 の 知識

ア ヘ ン、 ヘ ロイ ン、 シ ンナ ー、 コ カ イ ン、 マ リフ ァナ 、 覚醒 剤 、大 麻 な ど の名 称 は

多 くの生 徒 が知 って お り、逆 に ア ンフ ェタ ミン、 メ タ ンフ ェ タ ミ ン、 ア セ トンな どの

名 称 は ほ とん どの生 徒 が知 らな い 。薬 物 の名 称 を知 って いて も、 その 薬 理 作 用 と な る

と多 数 の生 徒 が説 明 で きな い 。例 え ば ヘ ロイ ンにっ いて は 「聞 い た こ とが あ る 」85.1

%で あ る に もか か わ らず 、「説 明 で き る」16.3%と な って い る。 「麻 薬 に 関 す る 単 一 条

約」 や 「フ ラ ッシ ュ ・バ ック」(薬 物 の影 響 が 乱 用 中 止後 に現 れ る)に な る と多 くの

生 徒 は理 解 で きて いな い。 これ らの こ とか ら、薬 物 に対 す る適 切 な意 志 決 定 の 能 力 を

育 む上 で 、 必 要 な基 礎 的 知 識 は何 か を 十分 検 討 し、生 徒 に身 に っ け させ る必 要 が あ る。

ω 生 徒の薬物 に関す る情報源

生 徒 た ち は薬物 に関 す る情 報 を

「テ レビ ・ラ ジオ ・新 聞 」 か ら得 た

と81.9%が 回 答 して い る。 「学 校 で

の授業」 か ら得 た と回答 した生 徒 は

27.4%で あ り、「雑誌」24.6%や 「友

人 との会話」21.9%を わずかに上回 っ

てい る。 これ らの ことか ら、正 しい

科学的 な知識 ・理解 に基 づ き、薬物

と健康 に対 す る認識 を深 あ させ る必

要 があ る。(図1)

㈲ 生徒 の薬物 に関 す る経験

「薬 物 の使 用 を誘 われ た ことが あ

る」 と答 えた生徒 が8.4%い る。 ま

た、「あ なたの周囲に薬物にかかわ っ

た ことが あ る人 が います か。」 とい

う質問 に対 して 「はい」 と答 え た生

徒 は19.5%で あ った。 この ことか ら、

薬物 に対 して 「ノー」 といえ る意志

決定 と行動選択 ので きる生徒 の育成

が求 め られ る。
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図1ど こで知 りま したか

A誰 蘂Bτ 霧C雑 誌D旛E鑑Fそ の他

高'新

%
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7

1

図2薬 物を試 してみ たい

Aは いBい いえ

1薗 合計 醗 女子Z男 子1

国 生徒 の薬物 に関 す る興味 ・関心 ・態度

「今まで に薬物 を試 してみ たい」 と思 った ことがあ ると答 えた生 徒 は8.0%で あ る。

この ことか ら、 このよ うな生徒 の意識 に留意 しなが ら、薬物 に関す る正 しい理解 や態

度形成 を図 る必要性 があ る。(図2)

「薬物 依存」「薬物乱 用」 とい う言葉 を聞 いて ど う思 うか とい う問 いに対す る生 徒 の

回答 は 「なん とな く恐 い」32.1%、 「自分 には関 係 な い」27.3%、 「重 大 な社 会 問題 で
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あ る」21.0%と な って いる。

また、「薬物乱 用 に陥 ってい る人 に対 して どう思 うか」の問いに対 す る回答 は、「ば

かな人だ と思 う」38.9%、 「厳 しく罰す るべ きだ」17.5%、 「その人の勝手だ と思 う」1

3.1%と な って い る。そ して、薬物 を乱 用 して い る人 に対 して 「や め させ た いが 、 で

きない と思 う」 と答 えて いる生徒 は41.2%と 多 い。以上の ことか ら、 薬物 につ いて他

人事 と して受 けとめて いる生徒が多 いが、反面、社会全体の問題 と して と らえて い る

生徒が少 ないことを示 して いる。 したが って、薬物 に自分が直接かかわ って いな くて

も、社会 の一員 と して どの ように した ら人 々が健全 な生活を して いける社会 にな るか

を考え させ る必要 が ある。

「欧米諸 国の青少年 の間 では薬物が広が ってい るとい う話 を聞 きます が 、 これか ら

の 日本で はど うな ると思 いますか。」 という質問 に対 して 「広 が って い く」71.6%、

「もし今 、薬物 の使用 を勧 め られ た らあなたはど うす ると思 います か。」に対す る答 え

と して 「はっきりと拒否す るだろ う」 と答え た生徒 は79.7%で あ る。 これ らの ことか

ら薬 物問題 にっいて生徒の学習 の適時性 に配慮 しなが ら、いかに して生 徒の意志決 定

及 び行動選択 の能 力を高めてい くか、指導の内容 ・方法等 にっいて、十 分検 討す る必

要があ る。

イ 教 師の実態調査

(ガ 薬物 乱用に関す る授業 の実施状況

「薬物 と健康」 にっ いて、昨年 までの授業 で取 り上 げて い る学 校 は52.1%と 半数 の

学校 において実施 されていた。取 り上 げて いる理 由 としては 「身近 な問題 と して必 要

性 を感 じていた」 が72.5%と 一番多 い。配当時間は平均1.9時 間 で最大4時 間 、最 小1

時間 であ った。

ω 薬物乱用 に関す る授業 の計画状況

図3ど の ような授業形 式が多 いですか
新学習指導要領 においてζ新 たに取

り上 げ られた 「薬物乱用 と健康」 にっ

いて、学習 内容 を どのよ うに取 り扱 う

べ きか とい う質 問 に対 して、 「他 の項

目と同等 に取 り扱 う内容だ と考え て い

る」 と80.8%の 教 師 が答 え て い る 。

「重点 的 に取 り扱 う内容 だ」 と考 えて

いる教 師に配 当時間 にっ いて たず ね る

と、 平均2.8時 間で最 大5時 間、 最 小

2時 間 とな ってい る。重点的 に取 り扱

うとす る と3時 間 ぐらいかける必要 が

あ るとい うことにな る。

授業 のね らいと して最 も重点を置 く

項 目は、「薬物 に対 す る適 切 な行動 選

択 と意志決定の能力 を養 う」 とい う回
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囮 多い 国 ときどき 團 ない

ア 講義 、説 明を主 とす る授業形式

イ 話 し合 いを主 とす る授業形式(デ ィベー ト、 ロールプ レイ、バ ネ

ルデ ィスカ ッションなど〉

嚢 灘 購 繍 響 琴姦 蔭 スライド・OHPなと)

魏 耀 別課題学習を用いた授業形式
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答 は38.4%で あ る。学習 内容 にっ いて何 を重 視 した らよいか につ いて は、 「薬 理作 用

な どの心身 への影響」87.7%、 「薬物依存 の心理的 な背景」78.1%と い う回答 にな って

い る。保健 の授業形式 にっいての質問で は、「講義、説明を主 とす る授業 形式 」 が91.

8%で 最 も多 く、次いで 「視聴覚機材 を使 っての授 業形式」19.2%と な ってお り、 ほと

ん どが講義 形式の授業 とな ってい る(図3)。 本研究 の主題 を前提 と して授 業 す る際

の中核的 な授 業形式 にっいての質問 では、「講義 、 説明 を主 とす る授 業形 式」 が57.5

%と 第一位を 占め、次 いで 「視聴覚機材 を使 っての授業形式」が52.1%と なって いる。

ま た、補助的 な もの として取 り入れたい ものにっ いて は 「話 し合いを主 とす る授 業形 『

式」49,3%と 半数で あ った。 この ことか ら生徒 の学習への関心や意 欲 を高 め、 健 康問

題 に対す る思考力 や判断力を育て るために は、多様 な学習活動を取 り入れ るなどの授

業改善 を図 って い く必要 がある。

㈲ 保健 での授業 の評価

保健 の授業 の評価をす る場合、 重

点 を置 くもの として 「知識 ・理解 の

習得 状 況」80.8%、 「学 習 活 動 に お

け る意 欲 や協 力 の態 度 」58.9%、

「日常生 活 に おいて健 康 で安全 な生

活 を実践 す る態度 」54.8%と な って

お り、依然 と して知識 ・理解 の習得

に重点 が置か れて い る(図4)。 し

か し、今後 は、評 価の観点 にあ る、

授業 の導入時 での 「関 心 ・意 欲 」、

課題解決を図 る学習過程での 「思考 ・

判 断」を重視 して い くことが求 め ら

れ る。

指導計 画

図4評 価 で重点 を置 くもの
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幽 重 点 を 置 く 翅 普 通 躍 重 点 を 置 か な い
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知識 ・理解 の習得状況。

資料 ・文献等 の活用状況。

意見発表 をす る能力。

学習活動 における意欲や協力の態度。

日常生活 において健康で安全な生活 を実践す る態度 。

その他。

3.

小単 元 「薬物乱用 と健康」 を通 して、個人の生 活行動 と健康 とのかかわ りにっいて理 解 を

深 め させ ると ともに、 自 ら進 んで健康の保持 増進 を図 る能力 と態度 を育て る ことをね らい と

して指 導計画 を立案 した。

(1)指 導の ね らい

ア.「 薬物乱 用 と健康 」の学 習を通 して、主体的 に考え判断 し、 自 ら健 康 な生 活 を実践 す

る能力や態度 を培 う。

イ.現 代社会 における薬物乱用の問題 について深 く認識 させ 、身近 な問題 として考 え させ

る。

ウ.主 体的 な学習活動 を通 して、適切 な意志決定 や行動選択 の能力 を身 にっ け させ る。

(2)指 導の工夫

ア.生 徒一人一人が 自分 の問題 と して考え られ るよ うに、5～6人 の グループによ る学 習

と した。
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イ.薬 物 に関す る基礎 的 な知識 を理解 させ るため に、資料 を精選 し、 ワー クシー トの 内容

及 び活用 にっ いて工 夫 した。

ウ.薬 物 に対す る理解 や考え方 を深 めさせ るたあロールプ レイ ングなよる学習活動 を行 う。

ただ し、生徒の学習 経験や教 師の指導経験等の実態 に配慮 し、 ロールプ レイ ングを簡素

化 した シナ リオ作成 や劇の上演 、 グループでの話 し合 いの方法 を とることに した。

シナ リオ作成 にあた って は次 の ことに配慮 した。

ω 何を調 べ るべ きかな ど、学習課題の設定 も自 ら行 うよ うにさせ た。

ω 薬物 に関す る事 件 ・事例 を もとに、独 自の シナ リオを作成 させ、身近 な問題 と して

認識 させた。

㈲ シナ リオ作成 を円滑 に進 めるため、生徒の学習経験等 に配慮 し、場面 に設定条 件 を

設 けた(設 定条件 については20頁 の指導 案を参照)。

CE)ま た、場面 に設 定条件 を設 ける ことで、配布 した資料等 を活用 させ る とともに、 さ

らに必要 な基礎的 知識 にっいて自 らが学習す るよ うに指導 した。

㈹ シナ リオ にそ って上演 す ることによ り、薬物にかかわ った人物 の心情 な どにっ いて

各 グループで意見 交換を行 った。

エ.生 徒 自身に学習活 動を 自己評価 をさせ ることによ り、学習状況 を フィー ドバ ックさせ

た。

(3)指 導 の留意 点

ア.一 方 的な知識 の伝 達 にな らないよ うに グループでの話 し合 いの時間 を多 く設 定 し、 薬

物 に対 す る考 えや態 度を育 むよ うに配慮す る。

イ.シ ナ リオ作成 にっいて は薬物 の問題 をま じめ に受 け止 め、単 な る興味本意 に終 わ らな

い ように適切 な助言 を行 うよ うにす る。

ウ.各 グル ープを個別 に まわ り、生徒か らの質問 ・相談等 を受 け入 れ、学習 のっ まず きを

支援 で きるよ うに配 慮す る。

(4)評 価 の工夫

評 価 にあた って は 「知識 。理解」 に偏 る ことの ないよ うに、評価 の観点 として 「関心 ・

意欲 ・態 度」「思考 ・判断」 に配慮 し、次のよ うな資料を活用 した。

ア.シ ナ リオの内容

イ.取 り組み に関す るチ ェ ック リス ト

ゥ.知 識 ・理解 にっいての客観 テス ト

エ.ワ ークシー トの提 出
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4.指 導事例(実 証授業)

主 題 名

本 時 の
ね ら い

薬物乱用と健康 配当時間3時 間中の1時 間目 学 年1年2組40名(男 子20、 女 子20)

・グループによる学習を通して、意見を交換 し関心を高め、積極的に学習する態度を養う。
・「なぜ、人間が薬物に手を出すのか」を考えながら、薬理作用などの薬物に関する基礎的知識を理解する。
・薬物乱用と現代社会との関わりを理解する。

学習 内容

本授業の概
要説明

1.薬 物 の

名 称

2.薬 物が

及ぼす人
体への影
響

3.薬 物 乱

用 と は

4.薬 物依

存と薬理
作用

5.薬 物乱用

のきっかけ

6.薬 物 が

引 き起 こ

す社 会的

悪 影響

7.ア メ リ

カの 高校

生 との比

較

学 習 活 動

この単元 で は、

① グル ープ によ る学習 を行 う。

②3時 間の学 習 の見通 しを もたせ る。

「主 な薬物 の名 前 を挙 げてみ よ う。」

教科書や、資料集などを見ずに自分達の知ってい
る範囲で薬物名を挙げる。
一 主な薬物の名称

麻薬E蹴 麹 二乙㍑1ヒ 鑓 イン

大麻
覚醒剤
有機溶剤
幻覚剤

マ リフ ァ ナ、 大 麻 樹 脂 、 液 体 大 麻

ア ンフェタミン、メタンフェタ ミン

シ ン ナ ー 、 トル エ ン、 ア セ ト ン

LSD、 メ ス カ リ ン、PCP

「薬 物 を使用 す る と、 どの よ うな い い こ とが あ る の だ

ろ う。」

上 記 と同様 に、 グル ープ間 で話 し合 う。 グル ー プ

ご とにで て きた ものを分 類 し、板 書 す る。
一 人 体 に及 ぼす と思 われ る影

ハ イな気 持 ち にな る。眠 気 ざま し

心 が安 らぐ。痛 み止 め。せ き止 め。

疲労 回復 。集 中力 がっ く。

薬物乱用の説明を聞 く。

薬物乱用:医 療が目的でない薬物を快感を得るた
めに使用する事や、医療の目的からは

ずれて使用する事。

薬物乱用の影響を知る。
薬物の影響には、やめようと思ってもやめることがで
きない、強い依存性があることと、人体を確実にむし
ばんでいく強い薬理作用とがあることを理解する。

薬物の影響τ 峯窪臨

「資料1(薬 物の 連用 の図)を 見 て みよ う。」

空欄 の 中 に適 語 を入れ なが ら、薬 物の依 存性 に は

二っ の悪 循環 が あ るこ とを 理解 す る。

「資料2(主 な薬 物 の薬理作 用)を 見 て みよ う。」

薬 物 に よ って、そ の薬理 作用 が異 な って いる こ と

を理 解す る。

「資料3(薬 物乱 用 の きっか け と誘 惑 の手 口)を 見 て

み よ う。」

「資料4(薬 物が 原 因で起 こる事 件 や事 故)を 見 て み

よ う。」

薬理 作用 によ って起 こる幻 覚、妄 想が 種 々の事 件

や、事 故 を引 き起 こす こ とを理解 す る。

「資料5(ア メ リカの高校 生 の実 態 調 査)を 見 て 、 自

分達 と比 較 し、考 えて み よ う。」
・グル ープで話 し合 う。

・将来 、 日本 の高 校生 が この よ うな数値 にな るか ど

うか も考 え てみ る。

指 導 上 の 留 意 点

本 時の授 業 が2、3時 限 目の シナ リオ作 成及 び、

上演 にっ な が るこ とを理解 させ る。

グル ープ によ る学 習 形態 で行 う。
・1グ ル ープ5～6人 とす る。

・机 を 向か い合 わせ にす る。

・発 表者 と、記 録者 を決 め る。
・教師 の発 問 に対 し

、 グル ープで話 しあい、考 え

答 え させ る。
・板書事 項 には、各人 に配 布 され た ワ ー クシ ー ト

に記入 させ る。
・この他 に も睡眠薬 や 、精 神 安定 剤 な ど も適 切 な

使用 を こえ る と他の乱 用薬 物 と同 じ働 きをす る

事 を知 らせ る。

・精神 的 な変化 だ けで な く、身体 的 な変 化 も考 え

させ る。

・何故 多 くの 人間 が薬 物 に手 を出 すの か 。手 を 出

す人 に とって その魅 力 と はい った い何 なの か を

話 し合 わせ る。

・「医薬 品」 は、正 し く使 用 す る こ とで は じめて

人体 に役 立 っ もので あ る ことを理 解 させ る。

医薬 品 も含 め、全 ての薬 物 に は依存 性 が あ り、 そ

の ため、使 用上 の注 意 や、量 な ど に、っね に注 意

が必要 で あ る ことを理 解 させ る。

耐性、身体依存、精神依存、禁断症状の意味を説
明し、理解させる。

薬物 の使 用 をや めて も、 あ る時期 に突 然 と以前 の

症状 が現 れ る ことが あ る。… フ ラ ッシ ュバ ック

誰でも持っている感情や、何気ない誘いが、薬物
乱用のきっかけとなっていることを理解させる。

薬物に対する基礎的知識を理解するとともに、薬

物が現代社会の大きな問題となっていることを伝
え、問題点を考えさせる。

将 来の 日本 の高校 生 は果 して ど うな ってい る のだ

ろ うか 、ま た、米 国 の よ うな数値 にな らない よ う

にす るた めに は、私 たち は何 をす れば よいの だ ろ

うかを考 え させ る。

評 価

・薬 理作 用 な どの薬物 に関 す る基礎 的知 識 を理 解す る ことがで きた か。

・ワ ーク シー トや資料 を有 効 に使用 す る ことがで きたか。

・グル ー プでの話 し合 いでは、積 極的 に 目分の意 見 を発言 す る ことが で きたか 。
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主 題 名

本 時 の
ね ら い

薬物乱用と健康 配当時間 3時 間中の2時 間目 学年 1年2組40名(男 子20、 女子20)

・シナ リオ作成 を 通 して、意見 交換 を行 い、協力 す る態度 を養 う。
・薬物 に関 す る事 件 ・事 例 を読 み、 これ らの 内容 を題材 に した シナ リオを作 成す る。
・誘 い ・誘 わ れ などの人 間関 係 を描写 す る ことで、薬物 の問題 を身 近 な もの と して考 え る。

学習 内容

1.シ ナ リ

オ作 りの

説 明

2.作 業 開

始

学 習 活 動

薬 物 に関す る3種 類 の記 事 や事例 の 中か ら、各 班 で一

っ を選 び、その話 の内容 を題材 と した 「シナ リオ」 を

作 成す る。

その 際、以 下 に示 した設定 条件 を満 た した シナ リオを

作 成 す る こと。

設定条件
①薬物名や薬理作用を明記すること。
②登場人物の描写の中に葛藤(ど うしたらよいか
思い悩む)状 態を入れること。

③時間は4-5分 程度とすること。
④登場人物や論争の焦点はそれぞれの設定にした

がうこと。

指 導 上 の 留 意 点

シナ リオを作 成す るこ とで 、薬物 の 問題 が他人 ご

とで は な く、 自分 の問 題 と して と らえ、考え させ、

意志 決定 で き る態度 を養わ せ る。

薬物 の 問題 を ま じめ に受 け とめ、単 な る興 味本 意

に終 わ らない よ うに適 切 な ア ドバ イ スを行 うよ う

にす る。

1時限目に配布した資料等を活用させ、誘い方 ・

誘われ方など実際の場面を想像させる。

各 班 を個 別 に まわ りなが ら、生徒 か らの質問 、 相

談 を受 け入 れ、適切 な ア ドバ イ スをす る。

…A:シ ンナー吸 引

Aは20才 、父親 は 医者 で病院 経営 を して いる。Aに は職 業が な い。父 親所 有 のマ ン シ ョンの 一 室 を 与 え られ 、

外 車 も自由に乗 り回 してい る。小遣 い は文句 を言 われ なが ら も相 当額 も らえ る。暴力 団 の事務 所 に 出入 り した

こと もあ るが今 は関 係 な い。高 校 を卒 業 して いな いので 、目分 で何 とか頑 張 ってみ た い と思 い定 時 制 高 校 に入

学 したが、学 習 も人 間関係 もあ ま りうま くいかな い。自分 よ り年 下 の仲間 を集 あて車 で暴 走す るな ど い ろ い ろ

と遊ん で み るが 、何 か満足 で きな い。以前 か ら経 験 のあ った シ ンナーの吸 引が頻 繁 にな る。

修了 式 の 日、布 に染 み込 ませ た シンナ ーを吸引 しなが ら登 校、そ の勢 いで、「なぜ進級 で き ない のか」 と教 師

に くってか か る。 まず は シ ンナーの習 慣 をや めさせ よ うと説 得 す る教 師B、 何が悪 いのか とAに 味方 をす るC、

若 い ころ病 弱 で高校 を 卒業 で きず、40歳 近 くに な った今 改 めて学習 に意 欲 を 燃 や して い る生 徒Dも 加 わ って

*登 場 人物A。B・C。D

*論 争 の焦 点 を シ ンナー吸 引の善 し悪 しに絞 る。

マ ラ ドー ナ 「薬物 」陽性

学 校の 教室 、AとBは 猛烈 な マ ラ ドー ナ選手 の フ ァンで 、 もちろん サ ッカー部 に所属 して いる。 そ のAとBが

新 聞記 事 を見 なが ら話 を して い る。薬 物 を使 って もサ ッカーで よい成 績 をあ げ られ れば それ で よい、 とい うA。

どの よ うな場合 で も薬 物 に手 を 出すの は いけ ない ことだ と主 張 す るB。 そ こへAと 同 じ考 えのCと 、Bと 同 じ

考 えのDが 話 に加 わ って 。 ・・。
*登 場 人物A・B・C。D

*論 争 の焦 点を マ ラ ドーナ選 手 の肯定 側 と否 定側 の意 見 の対 立 とす る。

…C:高 校生が大麻パーティ

中学 校 時代 の仲 良 しグル ープで、 キ ャ ンプ に出か けた。 みん なで中学 校時 代の 思 い出話 や高校 の話 な ど を し、

楽 しい ひと ときを過 ご して いた。 その と き、突然 、以前 か ら大 麻 を吸 って い るAが 、今 も所 持 して い る こ と を

み ん なに話 し、吸 う ことをみ んな に勧 めた。

何事 に も好奇 心 旺盛 なB子 。絶対 に否 定 してい るC男 。ど う した らよ いかわ か らな いで いるD子 。 そ れ ぞ れ
いるが … 。

*登 場 人物A男 ・B子 ・C男 ・D子

*論 争 の焦 点 を、薬物 を誘 惑 され ての それぞ れの心 の葛 藤 とす る。

3.ま と め 所定 の原 稿 用紙 に記入 し、提 出す る。

で き る限 り、時 間 内 に終 了す る。

「次回 の授 業 で は、実 際 にそ の シナ リオを上演 す る」

ことを知 る。

シナ リオ が観 る側 に よ く理解 で き る内容 に な って

い るか検討 し、課 題 があ る班 に は、適 切 に助 言 す

る。

臨場感 を もたせ る演 技 につ いて工 夫 させ る。

評 価

・シナ リオ作 成 を通 して、意 見交 換を 行い、協 力す る こ とが で きたか。

・薬 物 に関す る問題 を身近 な もの と して と らえ るこ とが で きたか。

・シナ リオ の内容 は 、設 定条 件 を満た す ことがで きたか。

・シナ リオ作 成 の際 、資料等 を有 効 に活用す るこ とが で きたか。
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主 題 名

本 時 の
ね ら い

薬物乱用と健康 配当時間 3時 閣中の3時 間目 学年 1年2組40名(男 子20、 女 子20)

・シナ リオ の上演 を通 して 、 さ らに薬物 に対 す る問題意 識 を深 め る。

・グル ープ での話 し合 いを通 して、意欲 的 に取 り組む態 度 を養 う。

・問 題 の解決 方法 な ど
、 自 ら適切 な意志 決定 ・行 動を考 え る。

学習 内容

1.本 時 の

説 明

2.上 演の
準備及び
上演

3.上 演 後

の グル ー

プで の話

し合 い

4.ま と め

学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

本授業では、前時で作成したシナリオを実際に上演す
る。

A・B・Cの 各事 例 グル ープか ら、そ れぞ れ ユグル ー

プを選 び、実際 に上 演す る。

他 の グル ープは観 客 とな る。

上演後、各グループは以下のような人物描写に触れた

質問に対し、グループ内で話し合いを行う。

質問事項

上演時間を5分 とする。

それぞれの上演の後に、話し合いの時間を設ける。

質 問1な ぜ 、A君 は ・ ・ …

質 問2な ぜ 、B君 は 。 ・ …

話 し合った内容を全体に発表する。

質問事項は、その上演を見て設定するが、できる
だけ登場人物の葛藤場面を対象とする。

特に1っ の答えを出さず、それぞれの考えを尊重
するかたちで終わりにする。

意見交換をしながら、自ら適切な意志決定 ・行動
がとれるようにする。

完成 した シナ リオの 例(C)

A男 ・「な 一、オ レさ 一、 シ ンナ ー持 ってん だ。誰か や らない?」

B子:「 え っ一、 シ ンナ ー?そ れ って 吸 うやっ で し ょ。で も吸 うとど うな るの?」

A男:「 とにか く楽 し くなるん だ よ。まわ りの奴 らが みん な仲間 み たいに感 じるん だ。」

B子:「 本 当?私 時々 『私 って友達 少 ないな』 なんて思 うんだ。で もそん な気 分 になれるな ら、や ってみよ うか な。」

D子 ・「で も、保 健 の授業 で 『や っち ゃダ メ!』 って 言わ れなか った?」

C男:「 そ うそ う。 シンナ ーを吸 い続 け ると、成長 期の おれ達 は背 が伸 び な くな った り、 筋 肉 がっ か な くな った

り、体重 が 減 った り、大 き な害 を受 け るん だ。」

A男 ・「別 に何 度 もや るわ け じゃね えよ。今 だ けだ よ、今 だ け。それ にせ っか く先輩 か ら仕入 れ たん だ し…。」

B子:「 そ うだ よ、1回 だ けだよ 、1回 。 それ に楽 しくな る上 に、体 重 が減 るな んて 、 一 石 二 鳥 じ ゃん 。 ね えD

子 。」

D子:「 うん。 で も背が 伸 びな くな る って言 う し … や っぱ り … ね えC男 」

C男:「1回 だ け って言 った って、薬物 に はま た欲 しくな る 『依存性 』 ってやっ が あ って 、 薬 物 な しで は い られ

な くな るんだ 。それ に医薬 品 み たいに徐 々 に量 を 増や さな い と効 果が み られ な くな るん だ。」

A男:「 そん なの は意志 の弱 いやっ で、や めよ うと思 えば やめ られ るよ。」

B子:「 そ うだ よ。意 志 だ よ、意 志。」

D子:「 で も確 か、『フ ラ ッシュバ ック』 とか言 う作 用が なか った っけ?」

C男 ・「そ うそ う、 い く ら意 志 が強 くて やめ られ た と して も1年 ぐらいた って突 然、薬 物 を使 った と き み た い な

症状 が あ らわ れ るん だ。そ れに最近 で は殺人 や放 火、窃盗 や傷 害事 件 など の刑事 事 件 も薬 物 使 用 の せ い

で多発 して いるん だ。」

D子:「 そん な ことが あ るんだ。薬 物 って ほん と うに恐 い んだね 。」

B子1「 そ ういえば 、TVで コカ イ ンで逮捕 したとか言 ってた けど。」

C男 ・「薬物 にっ いて はい ろい ろ規制 が あ って 、 シンナ ーだと1年 以下 の懲 役 にな る し、 外 国 で は死 刑 に な る こ

と もあ るんだ よ。」

D子:「 ね えB子 。 や っぱ りやめ た方 がい いよ。な んかす ご く恐 いよ。」

B子 ・「そ うだ よね。刑務 所 なん て ヤダ もん ね。A男 君、私 や める。」

A男:「 何 だ よ。B子 ま で。C男 は大 げ さに い って んのが わか んね えの か よ。 い いよ俺が 一人 で や るか らよQ」

C男:「 な ら勝手 に しろよ。 その かわ り俺達 は無関 係だ か らな。」

A男:「 俺 、や っぱ り ・ ・。 よす よ。」

D子:「 も しや って た ら、大変 な こ とにな ってだだ ろ うね。で も、 さ っきB子 に誘わ れ た と き、 断 った ら友 達 や

め られ そ うで、 は っき り断 れ なか った。」

C男:「 薬物 を始 め る き っか け って言 うの は、D子 の よ うに親 友 に誘 われ て は っき り断れ な か った とか 、 今 の時

期 に あ りがち な受験 の ス トレス解消 の た め とか言 うこ とが多 い んだ。 だか ら自分 の 意 志 表 示 を しっか り

す る ことが 大切 なん だ。」

ナ レー ター:そ して4人 はその後 見事 志望 校 に合格 し、 ク リー ンな高校 生活 を過 ご しま した。

評 価

・シナ リオ の上演 を通 して、 さ らに薬物 に対 す る問題意 識 を深 め る ことがで き たか
・グ ループ での話 し合 いは

、積極 的 に意見 を発言 す る ことがで きた か。
・問題 の解 決方法 など、 目 ら適切 な意 志決定 ・行 動 が考 え られ る よ うにな ったか。
・自己評 価 を行 い、「薬物 乱用 と健康 」の全 般 にわた り学習 状況 を フ ィー ドバ ックす る。
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5.指 導結果 とその考察

仮説 を検証 す るため、実証授業後、授業を受 けた生徒 を対象 にア ンケー ト調査 を行 った。

その結果 と考察 を以下 に示す 。

対象 都立高等学校2校(1学 年 男女 クラス6講 座)

ア.グ ループによ る学習 については、「楽 しく、意欲的 に取 り組 め た」 と回答 して いる生徒

が87.9%で あ った。さ らに、「友達 の考 えが聞 けて よか った」 は87.9%、 「自分 の意見 が言

えて よか った」 は84.9%が 回 答 し、従 来

か ら行われ ている講義形式 の一斉授業 を

経験 して きた生徒達 には、 グループに よ

る学 習 は新鮮 に受 けとあ られ、成果 を あ

げたと考 え る。(図5)

イ.シ ナ リオ作成 につ いて は、 「楽 しく、

意欲 的 に取 り組 めた」 は88.4%、 「知 識

の理 解 に役 立 った」 は87.9%、 「薬 物 に

対す る自分 の考 えを深めることができた」

は92.7%の 生徒 が回 答 して お り、 いずれ

も高 い数値 を示 し、薬物 に対す る事件 ・

事例 を もとに、具体的 な場面設定 を与 え

る ことによ り、 ほとん どの生徒が取 り組

みやす か った と考 える。また、 シナ リオ

作成 とい う学習活動 を進めていくうえで、

は じめは雑談 的で、興味本意 の話 し合 い

が行 われ る傾 向にあ ったが、 シナ リオ を

完成 させ るためには薬物 に関す る知識 の

理解 や自分 の考 えを深 めなければな らな

い とい う生徒 の意識 が高 ま り、真剣 な取

り組 みにな ってい った。(図6)

ウ.学 習指導 、 ワー クシー トにっ いては、

「考 え を深 め るの に役 立 った」 と96.1%

の生徒 が回答 してお り、内容的 に も適 切

だ った と言 え る。 しか し、 シナ リオ作成

時 には、 さ らに細 かな知識を必要 とす る

場面 もあ り、その時の対応を工夫 す る必

要 があ ると考え る。

エ.「 薬物乱用 と健康」 の授業 に対 して は、

「もっと薬物乱用 にっいて知 りたいと思 っ

た」 は89.7%、 「薬 物乱 用 は身近 で重 要

な問題 であ ると思 った」 は93,9%の 生徒

図5
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図7酒 や タバ コな どの生活行動 と健康 に
つ いて も考え るよ うになった

そう思わない その他
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が回答 してお り、薬物 に対 す る生徒 の認識 もよ り深 くなった と考え る。

オ.「 薬物 乱用だ けで な く、酒や タバ コなど生 活行動 と健康 につ いて考 え るよ うにな ったか」

とい う質問 に対 して は91.3%の 生徒 が 「考 えるよ うにな った」 と答 え た。 この こ とは薬物

乱用 の問題 にか ぎ らず、 より広 く自 らが健康 な生活 を実践す るとい うね らい も達成 で きた

と考 え る(図7)。

カ.「 薬物乱用 に陥 っている人 が身近 にいた場合、や めさせ よ うと努 力 した い」 との問 いに

は、95.7%の 生徒が 「はい」 と答えてお り、事前 ア ンケ ー ト(68.3%)よ り高 い数値 を示

した。

この ことは、薬物乱用 の授業 の中で重視 した 「適切な意志 決定 ・行動が とれ る こと」 の

ね らいが達成で きた と考 え る。

キ.「 薬物乱 用 に陥 って いる人を見た とき、本人 の責任 だ けでな く、 自分 も社 会 の一 員 と し

て責任 を感 じる」 と答 え た生 徒が73.7%

と他 の項 目と比較 す るとやや低 い数 値 で

はあるが、「社会 の一 員 と して の 自覚」

を育 む とい う点 にっいて は既ね達成 で き

た と考 える。

ク.「 日本 で は これ か ら薬 物が広 が って い

くと思 うか」 とい う問 いに対 しては、75.

9%の 生徒 が 「そ う思 う」 と答 え、 事前

ア ンケー ト(71.6%)の 結果 と変 化 はみ

られなか った。

ケ.薬 物乱 用の授 業を実施 した感想文 に は

「薬物 につ いての知識 ・理解が深まった」、

「身近 な問題 と して と らえ られた」 な ど

の意 見が多 くみ られ、薬物 の問題 にっ い

て深 く認識 させ、身近 な問題 として考 え

させ たとい うことで は成果 が得 られ た。

図8授 業 後 の 感 想 文 か ら み ら れ た 意 見
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また、 グループによる学習 や シナ リオ作成 にっ いて もか な り多 くの生徒が 「よか った」 と

い う意見を もって いる。(図8)

以上 の ことか ら、学習 内容 、学習形態 を工夫す る ことによ り、生徒 自 らが設定 した学習 課

題を生徒同士が協力 して、自主的 に学習 を行 うことがで き、 その結果 、自 ら進 んで学習 し、

考え判断す る能力 や態度 を培 うことがで きた と考 える。
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6.ま とめ と今後 の課題

(1)ま とめ

学 習形態 ・学習過程 に工夫や配慮 を行 うことによ り、従来の講義主体の知識伝達型 の一

斉授 業か ら、生徒が 自主的 ・主体的に取 り組 む参加型学習 とな り、 おお いに学習効果 を上

げ ることがで きたと考え る。

ア.グ ル ープ による学習 は、 自分の意見 をま とめ発言す ることによ り、 自分の意見 を仲間

に反 映 させ るとと もに、他の人の考 え方 を知 った り、受 け入れ た りす ることが で き、楽

し く意 欲的 に学習活動 に取 り組 む ことがで きた。

イ.学 習資料や ワーク シー トを工夫 した ことによ り、基礎的知識を よ り浸透 させ ることが

で きた。

ウ.生 徒 はシナ リオ作 成を通 して、薬物問題 を自分 自身の問題 と して考え られ るよ うにな

り、薬物 に対 して適 切 な意志決定 や行動 を取 る自覚 と自信を もっ ことがで きた。

エ.各 班 の シナ リオに基づ き劇を上演 し、それを もとに討議 す る授業形式 は、 自分以 外 の

人の考 え方や感 じ方 を知 り、 自己の薬物乱用防止 に対す る考えを発展、深化 させ る こと

にな った。

オ。 「薬物 と健康」 とい う一っ の課題解決を図 る学習 を通 して、「生活行動 と健康」 の他 の

課題 にっいて も、 自分 自身の問題 として考 え られ るよ うにな り、大 きな波及効果 を もた

らした。

以上 の ことか ら仮説を検証す ることがで きた と考 える。

(2)今 後の課 題

ア.グ ループ による学 習で は、話 し合 いや劇 の上演 の効果を考え、班編成の構成数 を考慮

す る必要 があ る。

イ.参 考 資料や文献 がす ぐに使え る図書館 や視聴覚室等で学 習活動が行え るよ う工夫 す る

必要 があ る。

ウ.発 表の授業 で は表現 力 に欠 けた り、単調 にな らないよう、一層工夫す る必要が あ る。

エ.ワ ークシー トの工夫 ・改善 を図 り、学習活動 にお ける自己表現や 自己評 価の場 と して

活 用す ることが大切 であ る。また ワー クシー トを発展 させて学習 ノー トと して活用 す る

こと も考 え られ る。

オ.生 徒の 自己評価 ・相互評価を教 師の評価 にど う結 びつ けて い くか、研究す る必要 が あ

る。

、
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